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PRESS RELEASE 
 

2020年 11月 9日 

フューチャーアーキテクト株式会社 

 

福知山市とフューチャーアーキテクト、AI-OCR と RPA を連携させた 
子育て支援政策の窓口業務の自動化に向けた共同実験を開始 

～紙帳票の読取り、データ入力、集計・加工、出力を効率化しサービス品質の向上を追求～ 
 

フューチャーアーキテクト株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：神宮 由紀、以下フューチャ

ーアーキテクト）は、京都府福知山市（市長：大橋 一夫、以下福知山市）と共同で、保育園の入園や児童手

当の申請などを担当する子ども政策室の主要業務を対象に、AI を活用した OCR（Optical Character 

Recognition：光学的文字認識）と RPA（Robotic Process Automation）の連携による紙帳票の読取り・データ

入力等の作業の自動化に向けた実証実験を開始しました。 

 

福知山市は、子育てしやすいまちとして福祉に積極的に取り組んでおり、20代後半～30代前半の子育て

世代の転入も多く、その合計特殊出生率は 2.02で本州 3位*1です。子育て支援策の拡充に注力する福知

山市は、「保育園の入園申請」と「児童手当に関する現況届申請」の市役所窓口での待ち時間や書類記入

の負担を軽減し、市民により高品質なサービスを提供するため、窓口業務の効率化を進めています。 

 

フューチャーアーキテクトは、多数のお客様のプロジェクトで培った業務改革の知見とノウハウ、技術の目

利き力と実装力を強みに、AI-OCR と RPAを連携させ文字データを自動で読取りデジタルデータ化できるよ

うにします*2。これにより、紙帳票の読取り、データ入力、集計・加工、出力までの一連の作業が自動化され、

市役所の窓口業務における省力化により、市民の利便性向が図れます。 

 

2020年 10月～2021年 1月の今回の実証実験では、窓口業務自動化の実現性を検証し紙の授受を伴う

業務の効率化を進めると同時に、定量的な実効性評価をもとに他業務への適用も検討します。また、自動

化により生み出された余力で人にしかできない手厚いサービスを開発するなど、省力化による人材の戦略

的活用を推進していきます。 

 

*1 平成 25 年～平成 29 年人口動態保健所・市区町村別統計の概況 人口動態統計特殊報告（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/other/hoken19/dl/2-3P.pdf 

 

*2 佐川急便の配送伝票入力業務を自動化する AI システムが本稼働 ～月間 8,400 時間を創出し、貴重な労働資源を最大限に有効活用～ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000347.000004374.html 
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■フューチャーアーキテクト株式会社 概要 

代表者： 代表取締役社長 神宮 由紀 

設立： 2016年 4月 1日 

事業内容： IT を武器とした課題解決型のコンサルティングサービスの提供 

URL： https://www.future.co.jp 

 

■本件に関する報道機関からのお問合せ先 

フューチャーアーキテクト株式会社 広報担当 高橋 

TEL ： 03-5740-5723  E-mail ： f_pressroom@future.co.jp 
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